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能登 いまい農場だより 2月中旬号 

 

■いしかわ百万石マルシェ２０１７冬に参加           

 2月３日、石川県が主催して、県内の企業や生産者が栽培加工した

農水産商品を売り込むための首都圏での商談会、それを「百万石マ

ルシェ」と名付け、開催されました。食品を取り扱う飲食店やバイヤ

ー達約 200 人が参加し、新宿区神楽坂の料理店を貸し切って行われ

ました。今回で 20 回目の開催になり、最近は年に 2 回おこなわれて

います。30 社（個人含む）がそれぞれ商品を持ち込み、アピールする

のですが、当農場も初めて参加しました。 

 当農場は、有機米、特別栽培米のほか、「香ばし米つぶ」（右下写

真・内容量 150g）と銘々した、有機玄米を煎った試供品を展示しまし

た。今回はそれを飲料として、来店のお客様に試飲していただきまし

たが、結構好評でした。（商談会に参加した長男の話） 

緑茶葉と混合しようか迷ったのですが、農薬を一切使用していない

有機米を原料としているため、そのままのほうが、子どもから、お年

寄りまで、ノンカフェインの飲料としてお勧め出来ると思ったわけで

す。ビタミン、ミネラル、食物繊維がたっぷり含まれています。水に浸

すと、やわらかくなり、消化吸収が良く、お粥としてもいけます。もち

ろんそのままお菓子代わりに召し上がっていただいても結構です。

アレンジして粉末にすれば、玄米コーヒーとしてもいけるのではと思

っています。 

 これをどのように販売するか、考慮中です。次回には試供品を皆様方にも少しですがお送り

したいと思っています。  

          

■春作業の準備 

 田んぼの雪が溶けてほとんど無くなりました。３月半ばまで雪がちらつくことはあっても、あ

まり積もらないのでは？と勝手に思っています。今年は春先にちょっと大きめのパイプハウス２

棟（間口6ﾒｰﾄﾙ×長さ５０ﾒｰﾄﾙ×２）を立てるつもりで、昨年から旧パイプハウスの撤去等をおこ

なっています。稲の育苗用として使用するため、4月上旬までには立ててしまいたいため、準備

しているわけです。 

畦の補修や、あぜ塗り作業もあり、今年の春は結構忙しくなりそうです。 

 

■香ばし米つぶ 

裏面に金沢での販売の様子が北陸中日新聞に載せていただきましたので、貼付しました。 

同日の民放テレビの地方ニュースにもインタビューして頂き、放送されました。ラッキー！ 

 お買い上げ頂き、ありがとうございます。 

軒下の雪はまだ残っていますが、少しづつ春めいてきたように感じています。 

皆様、いかがお過ごしですか。インフルエンザがはやっていることもあり、体調管理に気をつ

け、寒さ厳しい冬を乗り切りたいものです。 



 

 


